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研究成果の概要（和文）： 

これまでの文化心理学の研究は、内省指標や行動指標を用い、心の性質に関するさまざまな
文化差を見出してきた。例えば、アメリカ人と比較し、日本人は自らの望ましくない特性に注
目しやすく、また感情的発話の理解において、その協調性の高さを反映し、語調に対して注意
を向けやすいことが知られている。本研究では、事象関連脳電位 (ERP) に注目し、日本人を対
象にそれらに関連した実験を行い、脳電位を指標とした場合にも行動指標と同様の結果が見出
されることを示した。 
研究成果の概要（英文）： 
 Cultural psychological research has found cultural differences in psychological tendencies by using 
self-report and behavioral measures. Compared to people in Western cultures (e.g., North Americans), 
East Asians (e.g., Japanese) are more likely to attend to their negative attributes and be sensitive to 
contextual cues like vocal tone in comprehension of emotional utterances, reflecting high 
interdependence. By using event related potentials (ERP), the current research tested Japanese to 
examine these psychological tendencies and found results expected from previous studies using 
behavioral measures.  
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１．研究開始当初の背景 

近年の文化心理学の研究は、洋の東西の文
化における人の心の性質がそれぞれの文化
圏で歴史的に培われてきた意味体系や信念、
社会規範に応じて異なっていることを明ら
かにしてきた。例えば、洋の東西において「自
己とは何か」に関する共有された信念が異な
り、北米を代表する西洋文化においては相互

独立的自己観が、日本や韓国などの東アジア
文化においては相互協調的自己観がそれぞ
れ優勢であると考えられている (Markus & 
Kitayama, 1991, Psych Review)。相互独立的自
己観は、「自己＝他から切り離されたもの」
という信念を表し、そういった自己観のもと
では、自分自身の中に確固とした属性を見い
だし、特に自らの望ましさを外に表現するこ



とで自己は形成されるのに対し、相互協調的
自己観は、「自己＝他と根元的に結びついて
いるもの」という信念を表し、そういった自
己観のもとでは、他と関係を結び、他者から
何を期待されているのか、何が周囲のスタン
ダードであるかに自らを合わせていくこと
で自己は形成される。またこうした自己観に
対応し、人々の自己概念も文化的に異なる
（ e.g., Heine et al, 1999, Psych Review; 
Kitayama et al., 1997, JPSP）。具体的には、西
洋における人々は一般的に自らの望ましい
特性に注目し、それを高めることに動機づけ
られるのに対し、東アジアにおける人々は一
般的に自らの望ましくない特性に注目し、周
囲の期待や基準に沿うようそれを改善して
いくことに動機づけられる。加えてこうした
自己観に対応した文化的差異は、洋の東西に
おけるコミュニケーション様式と人々の発
話の情報処理様式にも反映されている。相互
協調的自己観のもとでは、自己を取り巻く周
囲やその状況において必要とされることに
気を払わなければならない程度が高いと考
えられるが、このことは文脈情報に依存した
コミュニケーションとそれに対して選択的
な注意を向ける情報処理を促すだろう。事実、
東アジアにおける人々のコミュニケーショ
ン様式は高コンテクストである (Hall, 1976)。
また、快・不快の意味の単語を快・不快な語
調で読んだ感情的発話の意味もしくは語調
の快・不快を判断しなければならないとき、
アメリカ人参加者と比較し、日本人およびフ
ィリピン人参加者は語調を無視することが
困難であり、それによる干渉効果が大きかっ
た。このことは、東アジア文化における人々
は相対的に関係志向的であることを示唆す
る (Ishii et al., 2003, Psych Science; Kitayama & 
Ishii, 2002, Cognition & Emotion)。 
 
２．研究の目的 
心の性質がどの程度社会・文化依存的なの

かという問いに対し、これまでの社会・文化
心理学の研究は、行動指標や内省指標に依存
してきた。前述の自己概念および人々の関係
志向性に応じた語調に対する注意に関する
比較文化研究においてもしかりである。本研
究の目的は、そこから一歩進み、人々の認知
の脳内基盤における文化差を探ることで、心
の性質の文化依存性がどの程度「深い」もの
なのか、そしてそのような文化依存性は、
人々に共通の脳内基盤の上に成り立ってい
ると考えられるが、それではそういった文化
による影響が情報処理のどの段階でかつど
のような様相で見られるのかを明らかにし
ていくことにある。特に本研究では、事象関
連脳電位 (ERP) に注目し、果たして自己概
念および関係志向性と語調に対する注意に
おける文化間の差異はそのような指標にお

いてすら表れるほど自動的であるのかを検
討していく。そして過去の ERP 研究において
文化を問わず繰り返し報告されてきた P300
および N400 に着目した際、その指標そのも
のはどちらの文化でも確認されるが、しかし
その大きさのパターンは、実験条件に応じ、
過去に報告されている文化的なバイアスを
反映するように文化間で異なることを示す。
これに加え、探索的であるが、従来の内省指
標や行動指標とこのような神経基盤に関す
る指標との間に相関があるのかどうかにつ
いても検討する。 
 
３．研究の方法 
 (1) の研究を東京大学において、(2) の研究
を関西学院大学においてそれぞれ実施した。 
 
(1) 関係志向性の程度と語調に対する注意－
N400 による検討 

参加者には、快または不快な意味を持つ単
語を快または不快な語調で読んだ感情的発
話を呈示し、その語調は無視し意味の快・不
快を判断してもらう。参加者は２つの条件の
うちいずれかに参加する。１つは、感情的発
話と同時に、抽象的な人の顔が提示される条
件であり、顔の提示により他者の存在が活性
化されると考えられる。もう１つは、顔が提
示されない条件である。申請者が行った研究
（2007-2008 年度若手研究(B)による補助）に
よれば、顔が呈示されない条件では、関係志
向性の程度が相対的に高いとされる日本人
は、その程度が低いとされるアメリカ人より
も語調情報を無視することが難しく、それに
よる干渉効果が大きかった。これは申請者ら
による従来の研究（Ishii et al., 2003; Kitayama 
& Ishii, 2002）を追試するものである。一方、
顔が呈示された条件では、それによりアメリ
カ人における関係志向性が喚起され、アメリ
カ人においてすら語調情報による干渉効果
が確認された。本研究では、この知見を意味
的逸脱の指標である N400 を用いて、探索的
に日本人を対象として再検討する。この感情
的発話を用いた課題は、ストループ干渉刺激
を応用して作成されたものであるが、ストル
ープ効果と N400 に関してはいくつか知見が
あり、色名とインクの色がマッチしていると
きよりもミスマッチのときに N400 の振幅は
大きくなる。よってこの感情的発話を用いた
課題において、意味と語調の快・不快が一致
しているときよりも不一致のときに N400 の
振幅は大きくなるが、この傾向は語調による
干渉を受けるほど顕著になると考えられる。
そして、顔が呈示されない場合と比較して、
呈示される場合に語調による干渉を受けや
すいと考えられることから、顔が呈示される
場合により N400 の振幅は大きくなるだろう。
加えて、この指標が従来の文化的自己観に関



する明示的および暗示的な指標と相関して
いるかどうかを調べるため、Singelis の相互
独立―協調尺度および暗示的な関係志向性
を測るための質問紙（Kitayama & Park, 2007）
を用いて、個人の独立―協調の志向性を測定
し、その結果と N400 との大きさの相関につ
いても調べる。 

 
(2) 自己概念とP300  

P300 は、300ms 程度の潜時で発生する陽性
電位のことであり、刺激出現に対する注意の
程度を反映すると考えられている。P300 の生
起によく用いられるのがオドボール課題で
ある。一般的にオドボール課題では、参加者
に識別可能な２種類の感覚刺激をランダム
に呈示し、かつその呈示頻度に差をつけ、低
頻度に呈示されるターゲット刺激に対して
何らかの反応をさせるが（例えば、低頻度の
刺激が呈示されたらボタンを押す）、その際
ターゲット刺激に対して惹起する P300 の振
幅は大きいことが知られている。加えて、こ
こで惹起される P300 は、試行中における刺
激の頻度によるだけでなく、その刺激が日常
的に人々の注意を喚起させているかにも依
存すると考えられる。よって、ターゲット刺
激に対する P300 の振幅は、その刺激が日常
的に人々の注意を喚起するものであればよ
り大きくなると予測される。本研究では、探
索的に日本人参加者に対し、中性的な意味の
単語を高頻度に、肯定的もしくは否定的な意
味の単語を低頻度にランダムに呈示し、それ
が自分に当てはまっていると思ったらボタ
ンを押すよう求める。そしてこれまでの自己
概念に関する研究が示しているように、もし
も日本人は望ましくない単語に対して注意
を向けやすいのであれば、低頻度に呈示され
る肯定的・否定的な単語に対する P300 は生
じるが、その振幅は、肯定的な単語と比べて、
否定的な単語において大きくなるだろう。ま
た、P300 の指標に加え、従来から用いられて
いる自尊心に関する内省指標（例えば、ロー
ゼンバーグの自尊心尺度）についてもデータ
を収集し、そのパターンと P300 との間に相
関が見られるのかどうかも検討する。 
 
４．研究成果 
(1) 関係志向性の程度と語調に対する注意－
N400 による検討 
 図１は、Fz（前頭の中央部）部位における
600-750ms の時間帯での陰性電位の大きさを
示している。顔あり条件（右側）および顔な
し条件（左側）において、中央の２本の棒の
値は、意味と語調が不一致の場合の発話に対
する反応、一方、左端と右端の棒の値は、意
味と語調が一致の場合の発話に対する反応
をそれぞれ示している。いずれの条件におい
ても意味×語調の交互作用は有意であり (ps 

< .005)、語調による干渉効果が認められた。
さらに、それに顔呈示条件を加えた交互作用
も有意であり (p < .05)、顔なし条件と比べて、
顔あり条件における語調による干渉効果は
有意に大きくなっていた。 
 図２は、各条件における、文化的自己観に
関する間接的な指標と Fz 部位における
450-600ms の時間帯における陰性電位の大き
さとの関係を示している。それらの相関を調
べたところ、顔あり条件において有意傾向で
あるものの、正の相関がみられた。予測と符
合し、協調的な傾向の強い人ほど、語調によ
る干渉を受けやすく、その結果として、一致
の発話よりも不一致の発話に対して陰性電
位が大きくなっていた。 
 
 (2) 自己概念とP300 
 図３ (a) は、中央部の 4 部位における
500-700ms の時間帯での陽性電位の大きさ 
(p300) を示している。予測と異なり、いずれ
の部位においても否定的な単語と肯定的な
単語との間に差は見られなかった。一方、興
味深いことに、それらの差は 300-400ms の時
間帯での陰性電位の大きさ (N2)において見
られた（図３(b)）。しかも、否定的な単語に
対する電位の値から肯定的な単語に対する
電位の値を引き、その値と参加者の自尊心の
程度との関係を調べたところ、有意な負の相
関が見られた (r = -.51, p < .05)。N2 は、呈示
された刺激が自身の期待とミスマッチする
際に生じる成分だと考えられている。よって
自尊心の高い人ほど、常にポジティブな期待
を持っており、そのために否定的な単語が呈
示されるとそれに対するミスマッチが相対
的に生じやすかったと言える。また p300 に
おける差異が生じなかった点に関して、それ
を見出している従来の研究と比較すると、用
いた刺激の性質の差異が関与していたと考
えられる。従来の研究では専ら強い感情価を
伴う写真刺激が用いられていたのに対し、本
研究では単語刺激が用いられた。刺激がどの
程度注意を喚起するかによって p300 は影響
を受けることから、従来の刺激と比較し、本
研究の刺激は注意を喚起しにくいものであ
り、そのために感情価による差異が生じにく
かったと考えられる。 
 すでに(1) の結果は国際学術誌において公
表されており、(2) については、現在論文を
投稿中である。 
 
 
 
 
 
 
 
 



〔雑誌論文〕（計 1 件）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ Fz、600-750ms の時間帯での陰性電位。
左側が顔なし条件、右側が顔あり条件。縦軸
の陰性電位は、上にいくほどマイナス、つま
り電位が大きいことを示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 文化的自己観に関する間接的な指標と
Fz の 450-600ms における陰性電位との相関。
それぞれのグラフにおいて横軸は、左にいく
ほど協調的であることを示している。縦軸の
陰性電位は、上にいくほどマイナス、つまり
電位が大きいことを示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 中央部の 4 部位における 500-700ms の
時 間 帯 で の 陽 性 電 位 の 大 き さ  (a) と
300-400ms の時間帯での陰性電位の大きさ 
(b)。 
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